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私
は
嘗

つ
て
帥労
働
所
得

の
分
布

に
就

い
て
次

の
よ
う

に
述

べ
た

。

「
勢
働

所
得
は
他

の
何
れ

の
所
得
よ
り
竜

そ

の
分
布
範

園
は
最
も
独

く
、
曲

線

の
峰

が
割
合

に
高
く
鋭
く
襖

形
を
爲
す
。
非
樹

稻

性
は
他

の
所
得
よ
り
も
少

い
が
、
同
じ
く
正

の
非
甥
稽
性
分
布

で
あ

る
こ
と

に
ぽ
攣

り
は
な

い
。
但

し
、
同

一
の
工
業

に
於
て
も
男
女

工
別
賃
銀

統

計
に
よ
れ
ば
、
男

工
賃
銀
分
布
曲

線
は
曲
線

の
丘
は
低

く
な
だ
ら
か

で
あ
り
、
著

し
く
正
常
分
布
に
接

近
し

て
い
る
に
反
し
、
女

工
賃

銀

の
分
布
曲
線
は
峰
が
高
く
鏡
く
、
分
布
範
園

は
男

工
の
場
合
よ
り
も
遙
か

に
狭
く

、
略
ぼ
そ

の
二
分

の

一
位

で
あ

る
。
然
し

こ
の
爾
者

を
合
成
す
れ
ば
、
前
述

の
如
き
正

の
非
封
稻

性
分
布
曲
線
を
爲
す
。
斯
く

て
賃
銀
所
得
分
布

の
非
封
繕
性
を
支
配
す

る
も

の
は
女

工
賃
銀

の
非
封
稽
性

で
あ

る
。
辱

.

以
上

の
推
論

は
若

干

の
統
計
資

料

に
基
く
所
見

の
概
括

で
あ
る
が
、
こ

の
推

論

の
結
果
を
確
讃
す

る
た

め

に
は
な
お
進

ん

で
多
く
の
観

黙

に
於

て
多
面
的
な
考
究
を
必
要
と
す

る
と
こ
ろ

で
あ

つ
た
。
私

は
其

後
、
取
扱

う

こ
と
の
出
來
た
種

々
な
統
計
資
料

の
内

の
若

干

の
も

賃
銀
の
分
布
に
關
す
ろ
ノ
ー
ト



ノ
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「

賃
掻
の
分
布
に
關
す
る
ノ
7
ト

}

の
に
擦

つ
て
、
如
上

の
推
論

の
追
讃
を
試

み
度

い
と
思

う
の
で
あ

る
が
、

こ

玉
で
は
主
と
し

て
次

の
よ
う
な

二

つ
の
黙

に
就

い
て
賃
銀
分

布

の
問
題

を
考
察
す

る
。

.

パ

レ
ー
ト
は
双
樹
籔
目
盛
上

に
描
か
れ
た
所
得

の
累
積
度
数
分
布
曲
線

(O
σq
署
①
)

に
關
し

て
、
総
所
得

、
財
産
所
得
、

勢
働
所
得
等

に
匠
別

し

て
考
察
を

試
み

て
い
る
こ
と
は
周
知

の
如

く

で
あ

る
。
而
し

て
所
得

の
パ
レ
ー
ト
線
ど
稻
せ
ら

れ
る
累
積
度
敏

分
布
曲
線

は
総

所
得
と
し

て
は
ほ
と
ん
ど
直
線

に
接
近
す

る
が

、
財

産
所

得
と
勢
働
所
得
と

は
異

つ
た
形
欺

の
曲
線
を

現
わ
す

こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
即

ち
パ

レ
ー

ト
は
次

の
如

く
言

う
。

「
動
産

に
關
す

る
曲
線

並

に
艸労
働
所
得

に
關
す

る
曲
線

は
著

し
く
直
線
か
ら

離
れ

る
。
前
者

は
正

の
軸

の
方
向

に
凸
歌

で
あ
り
、
後
者

は

　
ヨ

ね

凹
歌

で
あ

る
。
」

動

産

乃

至

廣

く
財

産

に
關

し

て
は

パ

レ
ー

ト
線

が
正

の
軸

の
方

向

に
凸
欺

で
あ

る
こ

と

は

パ

レ
ー
ト

の
言

う
が

如

ぐ

で
あ
り

、
私

も

　
ヨ

リ

亦

、

拙

稿

[
財

産

の
分
布

に
關

す

る

一
考

察

」

に
於

い

て

こ
れ

を

承
認

す

る

こ
吐

が
出

來

た

。
併

し
な

が

ら
勢

働

所

得

に
就

い
て
は

そ

の

パ

レ
ー

ト
線

が

パ

レ
ー

ト

の
言

う

が

如
く

に
正

の
軸

の

方

向

に
凹
歌

を

な
す

と

い
う

こ
と

は
事
實

に
於

い
て

こ
れ

を

肯

定

す

る

こ
と
が

出
來

な

い
と
思

は
れ

る

。

、

賃

銀

の
分

布

に
關
連

し

兎

こ

翼
に
私

の
興
味

を

感
す

る
問

題

は

凡
そ

左

の
二
貼

に
就

い

て

堅
あ

る
。

9

賃
銀

の

パ

レ

ー

ト
線

の
形

歌

が

パ

レ
ー

ト

の
立
言

と

は
反
封

に
、
正

の
軸

の
方

向

に
凸

歌

で
あ

る

こ
と
。

從

つ

て
門
財

産

所
得

と

勢

働

所

得

と

が
綜

合

さ
れ

て
総

所
得

の
パ

レ
ー

ト
線

が

一
直

線

に
接

近
す

る
と

い
う
推

論

の
困
難

な

る

と
と

。

冤

税

窯

或

は
更

に
下

つ
て

男
目o
坤

国
鴛
○
蜀

日
.
∪
欝
く
謬

の
所

謂

.、名

o
龍

弓
o
診
げ
、.
以

下

の
小
所

得
を

考

慮

に
入
れ

る

と

き
、
総

所

得

の
パ

レ

ー
ト
線

は
直

線

と

は

な

り

得
な

い

こ
と

。

こ

の
事

は
私

が
屡

々
述

べ
來

た

つ
た
事

で
あ

る
。

圓

所

得

分
布

の
欺

態

を

、
從

つ
て
所
得

分

布

の
不

李

等
を

考
察

す

る
と

き
、

不
奉

等

の
原

因

は
何

か

と

い
う
問

題

。

所
得

分

布

の
不

卒
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等

の
原
因

の
最

大
な
も

の
と
し

て
財
産
所
有
並

に
財
産
所
得
を
學
げ

る
ご
と
は
通
読

と
な

つ
て

い
る
と

こ
ろ
で
あ

る
。
財
産
並

に
財
産
所

得

の
分
布

が
著
し

い
正

の
非
樹
稽

性
を
持

つ
こ
と

は
事
實
上
、
明
白

で
あ

る
が
、
是
れ

に
反
し

て
、
酪
〃働
所
得

の
分
布

に
於

い
て
は
、
正

の
非
封
稻
性

が
認

め
ら
れ

る
が
、
概
し

て
そ

の
羅
度

は
少
く
、
観
察
者

に
よ
つ
て
は
こ
れ
を
ガ

ウ
ス
曲
線

に
著

し
く
接
近
し

て

い
る
も

の

と
見

て
い
る
。
此
事
實

は
勢
働
所
得

の
分
布

の
範
園

が
狡
く
、
最
頻
値

が
分
布
領

域
の
略

ぼ
中
央
に
接
近
し

て
い
る
事

に
外
な
ら
ぬ

が
、

此
事
實

の
意
味
を
読
明
す

る
た

め
に
、
勢
働
所

得

の
分
布
は
主

と
し

て
人

々
の
能
力

の
分
布

に
竿
行
し
、
そ

の
能

力
は
又
、
ガ

ゥ

ス
分
布

ハ
る

　

曲

線

に
從

う
も

の
で
あ

る
と
考

え
ら

れ

て
い

る
。
O
算
o

P
罠
唐
o
昌

が

そ

う

で
あ

り

、
後

年

の
パ

レ

ー
ト
も

亦

、

淘

汰
読

に
於

い
て
此
見

ハ
ら

　

解

の
方
向
を
示
し
、
榮
働
所
得
乃
至
小
所
得
階
級

が
淘
汰
さ
れ

る
裏

に
よ
つ
て
所
得
分
布

の
封
稽
性
が
失
は
れ

る
事
を
説
明
し

て
い
る
。

謬

私

は
以
上

の
二
黙

に
關
連
し

て
若
干

の
統

計
資
料

に
櫨

つ
て
考
察
を
試

み
よ
う

と
思
う
が
先

づ
最

初

に
パ

レ
ー
ト
自
身

の
禍
げ

て
い
る
事
例

の
吟
味

か
ら
始

め
よ

5
。勢

働
所
得

の
パ

レ
ー
ト
線
が
直

交

軸

の
正

の
方

向

に

凹

歌

で
あ

る
と

い
う
事

は
・

パ

¥

ト
自
身

の
墨
げ

て
い
る
引
例

に
依
れ
ば
婆
當

し
難

い
と
思

は
れ

る
・

パ

レ
ー
ト
は

一
八

九

二
年

、
瑞

西

國

ヴ

オ
縣

に
於

け

る
帥労
働

所

得

と

し

て
左

の
第

一
表

の
如

き
藪

字

を

示

し

て

い
る
。

'

第 一 表

1892年 瑞西 國 ヴオ縣勢 働所f'

区(累積度籔)

12 ,!62
804

241

69

29

16

贈

x(フ ラ ソ)

1,250

2,500

5,000

10,000

20,000

40,000

今

、
第

唄
表

に
擦

つ

て

双
劉

数

目

盛

上

に
パ

レ

ー
ト
線

を

描

い
て

み

る
と
第

一
圖

の
如

く

に
な

る
。

こ
れ

に
封

し

て
直
線

を
當

て

は

め

る
と
、

ざ
σQ
男
引
堕
O
G◎
コ

Qo
ー
一
謄蟄

㊤
お

ざ
σq
区

.

な

る
方

程
式

が
得

ら

れ

る
。
此

方

程
式

か
ら

の
計

算
値

と
襯

察
値

と

を

比
較
す

れ

ば
第

二
表

の
如

く

で
あ

る
。

ノ

 賃

銀

の
分

布

に
關

す

ろ

ノ
ー

ト

.
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第

値算値i計

 

察麹所得階暦

各轡 儲i累
N計

各暦所得者1累 計
n N

2,146

748

261

91

32

11

 

甥

捌

⑳

男

烈

H

2,162

804

241

69

29

16

1,358

563

172

40

13

16

■(フ ラン)

1,250

2,500

5,000

10,000

20,000

40,COO

2,1462,162

 

計

是
れ

に
よ
つ
て
み

れ
ば

、
此
場

合
、

パ

レ
ー
ト
線

は
ぼ

璽

一
直
線
を
示
し

て
い
る
と
言
う

こ
と
が
出
來
、
d
の
値

H
・α
H
⑩
お

も

パ

レ
ー

ト
が

一
般

に
総

所
得

に
關
し

て
與

え
た
結
論
と
よ
く
接
近

し
て
い
る
事
を
示
し

て
い
る
。
併
し
な
が
ら

こ
の
勢
働
所
得

に
關
す

る
パ

レ
ー

ト
線
と
し

て
の
形
欺

に
つ
い
て
は

、
バ

レ
ー
}
の
言

う
が
如
き

、
上
方

へ
凹
状
を
示
し

て
い
る
も

の
と
は
見

る
こ
と
が
幽
來
な

い
。

パ

レ

ー

ト
の
準
撫
し
た
統

計
資
料

(
前

掲
第

一
表
)

に
於

い
て
は
、
千
二
百
五
十

フ
ラ

ン
以
下

の
小
所
得
階
暦

が
欠

け
て
い
る
。
是
等

の
所
得

階

暦

に
就

い
て
の
累
積
度
数
分
布
曲
線
は
私
が
屡

々
記
述
し
た

よ
う
に
や

玉
右
下
り

の
曲
線

で
上
方

へ
凸
歌

で
あ

つ
て
、
決
し

て
上
方

ヘ

ロ

へ

凹
歌

で
は
な

い
。
こ

の
事
を
考
慮

に
入
れ

て
全
膣

の
累
積
度
数
分
布
曲
線

の
形
歌

を
考

え
る
な
ら
ば
、

バ

レ
ー
L
の
示
し
た
ヴ
オ
縣

の
勢

ネ

働

所
得

の
全
艦

の

O
讐
く
①

は
上
方

へ
凹
歌

で
は
な
く
、
文
字
通
り
凸
状

で
あ

る
に
相
違
な

い
。

ノ

、



引

凸

、

1

掴

稿

「
所

得

分
布

に
關

す
、
る
諸

考

察

」
。
日

本

統

計

墨

會

編

「
國

民
所

得

と

そ

の
分

布

」
所

載

。

第

二

八
〇

頁

。

昭

和

+

九
年

。

2

<
皆
守
9

0

守

お
3
u
O
o
奪

。・
島
.詞
8

ロ
書

」
Φ
で
9
筐

暑

①
二

〇
葺
o

器
8

μ
斜

昌
c◎
ゆ
8

や

Q。
O
QQ

.

3

小

樽

商

科

大

學

開

學

記
念

論

丈

集

。

第

二
分

冊

。
昭

和

二

十

五

年

三
月

。

4

9

8

>
日
居
o
♪

ヨ

㊦

○
①
mo
ロ
。・。
冨

怖
需
臼
量

弓

σq
自
巳

鵠

円o

眉
勢
仲川巳

憲

δ
b

O
鰭

口
臼
品

o
ロ
u
H
QO
O
い
・

5

<
籠

晃

。
貯

蚤

9

§

呂

。
乙

、浮

。
冨
。
邑

Φ
豊

団件喜

。
弘

o
貰

o
冨

マ

く
ロ

冨

鴨
。
覧

葺
一。
戸

6

響
く
琴

①
8

皆

き

"
。
。
蕊

臼
跡
§

邑

ε

。
ま

…

"
言

。
・・§

呂

L

§

ら

。。
蜀

=

噛

-

噛

.
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以
上

の
如
き
問
題

に
關
蓮
し

て
日
本

に
於

け
る
芳
干

の
事
例
を
考
察
し

て
み

よ
う
。

私
が
嘗

つ
て
實
際

に
調
査
し
た
帝

國
製
麻
會

就
札
幌

工
場

に
於
け
る
昭
和

八
年
中

の
全
從
業
者

(
高
級
職
員

を
も
含
む
)

の
所

得
分
布

は
第

三
表

の
如
く

で
あ

る
。

本

工
場

は
多
敏

の
女

工
を
含
む
も

の
で
あ

る
が
、
資

料

の
上

で
は

男

女

性

別

に
置
別

す

る
こ
と
は
出
來
な

い
。
今
、
假
り

に
所
得
年
額

二
千
圓
以
上

十
名

(
そ

の

所

得
総
額

三
万
圓
y
を
高
級
職

員
に
屡
す

る
も

の

玉
給

ヒ

料
と
見
な
す
な
ら
ば
、
百
圓
以
上
、

二
千
圓
未
満

の
所

得
者
七

百

三
十
三
名

(
そ

の
所
得
総
額

二
十
万
二
千
六

賃
銀

の
分
布

に
關
す

る
ノ
ー
ト

第三表 囎懸欝 翻諜趨

負噸L竺盤額
39559,250

135133,750

曙 圓障 阿 中(央圓)値

I
l

E
{

I

t

26,600

22,050

16,500

・13
,000

71500

2,550

1,900

19,500

15,000

10,500

4,500

232,600

 

76

49

30

20

m

3

2

13

6

3

1

150

250

350

450

550

650

750

850

950

1,500

2,500

3,500

4,500

100-

200-・

300-

400-

500-

600-

700-

800一

200

300

400

500

600

700

800

900

900-1,000

1,000-2,000

2,000-3,000

3,00(ト4,000

4,000-5,000

743

 

計
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噂

賃
銀
の
分
布
に
關
寸
'ろ
ノ
ー
ト

百
圓
)

は
、
こ
れ
を

主

と

し

て
職

工

の
賃

銀

と
見

る

こ
と

が
出

來

る

で
あ

ろ

う
。
豊
こ
れ
を

表

示
す

れ
ば

第

四
表

の
如

く

で
あ

る
。

而

し

て
所

得

分
布

の

モ
ー
ド

は

百
圓

以

上

二

百
例
未

澗

の
所

得
階

居

に
あ

り

、
全
所

得

金
額

の
算

術

牛

均
値

は

三
百

十

三
圓

で
あ

る
。

以

上

の
如

き

所

得
分

布
表

に
よ

つ

て
パ

レ
・ー

ト
線

を

描

け
ば
第

二
圖

の
如

く

で
あ

る

。

.

表四第
鴨

帝國製駈會肚札幌工揚從業員構成

職 工i職 員i合 計

743

232,600

73310

202,600130,000

人 員

所得年額(圓)

1.35

2-90

100

100

98.65

87.10

人 員%

所得年額%

一第

二
図

}

;OCO

＼

笛
寵

エ
蕩

10Q

＼

＼iO

冷

8

0

U
b

O
O

N
b

O
O

働
b

O
O

竃

ψ
O
O

N
O

O

{
O
O

㌔い『

∪

 

第

二
圃

に
於

い
て
見
ら

れ
る
如
く

、
そ

の
パ

レ
ー

ト
線
は
全
膣
と
し

て
上
方

へ
凹
歌

で
は
な
く
、

叉
、
賃
銀

の
み
を
探

つ
た
場
合

の
パ

レ
ー
ト
線
も
亦
、
上
方

へ
凸
歌

で
あ

つ
て
、
凹
歌

で
は
な

い
。
今
、
給

料
と
賃
銀
と
を
併
せ
た

全
所
得
分
布

の
場
合
及
び
、
賃

銀

の
み

の

場
合

に
別

け
て
パ

レ
ー

ト
線

の
補
間

直
線
方

程
式
を

求
め
れ
ば
次

の
如
く

で
あ
る
。

賃
銀
と
給
料
と
を
併
せ
た
場
合

に
は
、

'

、

b

、



'

'

亀

ざ
σq
属
11
の
・㊦
誤

豊

-
団
為
Q◎
δ
こp
ざ
騎
図

と
な

り

、
賃

銀

の
み

の
場
合

に
は

、

一〇
σq
属
11
臼
悼
O
O
b9
⑪
ー
b9
.O
お
⑦
U
ご
σq
図

.
と
な

る
。

爾
者

の
パ

レ
「

ト
係

敏
d

の
値

、
ド
刈
◎◎
δ
。。

と

悼
O
一霧

α
.
と

を

比
較

し

て
、
後

者

の
方

が

分
布

の
不
李

等
度

が
少

な

い

こ
と

玉

な

る
。

即

ち

、
所

得
分

布

の
不
亭

等

度

は
高

級
職

員

の
給

料

を
含

め
た

こ
と

に
よ

つ

て
高

め
ら

れ

て

い
る
。

他

の

一
例

と

し

て
私

の
調

査

し

た
札

幌

鐵

道
局

札

幌

市
苗

穗

工
場

に
於

け

る
昭
和

八
年

中

の
給
與

に
就

い

て
考

察
し

よ

う

。
同

工
場

は

汽

罐

車

、
車

輌

等

の
修

理

加

工
を
行

う

工
場

で
、

男

工
が

主

で
あ

る

が
、

そ

の
所

得
分
布

表

は

次

の
第

五
表

の
如

く

で
あ

る
。

一7-一

,

表五第

札鐵苗穗工揚、昭和八年中、給與並に賃銀

所得金額
(圓)

75

,150

7,50

9,450

16,200

ヱ6,500

20,150

42,750

103,700

125,400

571,500

30,000

0

9,000

所摺 暦 幡 鯛 灸階質

1[
ii
30

3』

57

122

132

381

12

0

2

 

乃

切

卿

蜘

靭

卿

碗
750

850

950

1,500

2,500

3,500

4,500

50-

100-

200-

300_

400--

500-

600-

700-

800一

100

200

300

400

500

600

700

800

900

900-一 ・1,000

1,000-一 一2,000

2,000-3,000

3,000-4,000

ノ
4,000-5,000

945,625835

 

.計

表
　
ノ、

 

第

札 鐵 苗 穗 工 揚 從 業 者 構 成
,〆

1職 工1職 員1合 計

835

945,625

100

100

14

39,000

821

906,625

人 員

所得年額 圓1

1.68

4.12

98.32

95.88

人 員%

所得年額%

、

賃
銀

の
分
布

に
關
す

ろ

ノ
ー
ト

、

、



●

'

P

一8一

賃
銀
の
分
布
に
關
す
る
ノ
ー
ト

う

前
例
と
同
様

に
年
額

二
千
園
以
上

の
所

得
者
十
四
名

(
そ

の
所
得
総

額
三
万
九
千
圓
)
を
高
級
職
員

の
給

料
と
見
な
す
と
き

は
、
年
額

五
十
圓
以
上

二
千
圓
未
満

の
所
得
者
八

百
二
十

一
名

(
そ

の
所

得

総

額

九
十
万

六
千
六
百
二
十
五
圓
)
を
賃

銀
と
見

る
こ
と
が
出
來

よ

う
。
こ
れ
を
表
示
す

れ
ば
第

六
表

の
如
く

で
あ
る
。

而
し

て
こ
の
場
合

に
於
け

る
所
得
分
布

の
モ
ー
ド
は
前
例

よ
り
も
遙

か

に
高

い
所
得
階
暦

、
千
圓
以
上
二
千
圓
未
満

に
あ
り

、
全
所
得

金
額

に
封
す

る
算
術
挙
均
値

は
千
百
三

十
二
圓
四
十
九
鈍

で
、
前

例

の
三

・
六
倍

強

に
當

る
。

こ

の
苗
穗

工
場

に
於
け
る
所
得
分
布
表

に

よ

つ
て
パ

レ
ー
ト
線
を
描

け
ば
、
前
掲
第
二
固

の
如

く
に
な

る
。
前

例
と
同
様

に
、
賃
銀
と
給
料
と
を
併
せ
た
全
所
得
及
び
賃
銀

に
国
別

し

て
夫

々
、
パ

レ
ー
ト
線

の
補
間
直
線
方
程
式
を
求

め
れ
ば

次

の
如
く

で
あ

る
。

賃
銀

と
給

料
と
を
併
せ
た
場
合

に
は
、

ざ
σq
属
n
司
.霰
鐙
司
ー
ド
曽
㊤
O
㊤
一〇
σq
嫉

賃
銀

の
み

の
場

合
に
は
、

'

δ

σq

属
11

Q◎
.鍵

2

Q◎
ー
P
悼
塞

O

ざ

σq
図

と
な

る

。
雨

者

の
パ

レ
ー
ト
係
敏
d

の
値

、
μ
ヒ
岩
δ
O

と

e
・bg
G。
器

㊤

と

を
此
較

す

る

と
、
後

者

の
方

が

分
布

の
不

李
等
度

が
遙

か

に
大

で

あ

る

こ
と

と
な

る
。

こ

の
苗

穗

工
場

の
事
例

に
於

い

て
も

、
パ

レ
ー

ト
線
が

上

方

へ
凸

歌

を

示
し

、
凹
歌

を
現

わ
し

て

い
な

い
事

が

明
瞭

で
あ

る

。
た

だ

、

賃

銀

分
布

の
み

に
關

し

て
み

る
と

き

、
帝

國
製

麻

工
場

の
場

合

に

ユ
"
ド
宮

㊤
c肺
U

で
あ

る
に
樹

し

、
札

鐡

苗
穗

工
場

の
場
合

に
は
遙

か

に

小

さ

く

、

父
1-
P
団
GQ
器
O

で
あ

る

こ
と

が
注
目

さ
れ

る
。

'

一
工
場

嘩

に
於

け

る
賃

銀

分
布

の

一
例

と

し

て
、
第

七
表

に
見

る
が
如

き
、

昭

和

三
年

八

月

調

、
神

戸

市

マ
ッ
チ
軸

木
女

工
亭

均

日

牧

に

就

い

て

の
統

計

が
あ
翫

㍗

・

・

、

ノ

'



'

`
苅
第

七
表

に
擦

つ
て
パ
レ
ー

ト
線
を
描
け
ば
第
三
圖

の
如
く
上
方

へ
凸
な

る
曲
線
と
な

る
。

第 七 表

人 員日牧(銭)

6

8

醜

㈱

紐

B

%

鉛

B

8

1

期

20未 満

20-40

40-60

60-80

80-100

100-120

120-140

140一 三60

160-180

180-200

200-220

計

一 一9-・

《。。L

L

'i

;0卿 トー

悼
O
O

δ

O
ひ
O

鼻

O
5

而

し

て
こ

の
パ

レ
ー

ト
線

の
補

間

直

線

方

程
式

は

、

一〇
σq
男
11
冷
り
O
c◎
8

1
一
.雷
駐

bっ
ざ
σq
図

と

な
り

、

パ

レ
ー

ト
係
敏
d

の
値

は

ド
⑦
障

露

で
、

あ

ま

り

大

で
は

'な

い
。

然

る

に
同

じ

く

昭

和

三
年

八
月
調

の
紳

戸
市

総

マ
ッ
チ
女

工

の
日

　
セ

　

給
賃
銀
統
計

に
撮
れ

ば
第

八
表

の
如
く

で
あ

る
。

表八第

員(銭)i人

15

95

269

460

394

440

327

鰯

紹

邸

兜

30

把

-O

U

2

賃 銀

20-30

30-4Q

40-50

50-60

60-・70

70-80

80-90

90-100

100-110

110-120

120-130

130-140

140-150

150-160

160--170

ヱ70-180

2,595

 

計

一

第
八
表

に
擦

つ
て
得
ら
れ

る
パ

レ
ー

ト
曲
線
は
第

四
圖

の
如
く

で

あ

る
ウ

亀

賃

銀

の
分
布

に
關
す

る

ノ
ー
ト

σ

6



δ

一10-一

賃

銀
の
分
布

に
關
…す

ろ

ノ
喜
ト

第 九 表
3.OOQ

500

IOO

P

、

fi
2.25-

4.25-

6.25-

8.25-

10.25-

12.25-

14.25-

1625-

18.25-

20.25-

22.25-

24.25-

1 26.25-・

i計

24

55

149

190

105

66

47

16

9

8

5

3

!

678

目

O
ミ
0

6
0

φ
O

恒
O

一〇

1

又
、
此

曲

線

の
補

間

直

線
方

程
式

は

、

ざ
σ身
男

1
⑩
.出

QQ
α
O
H
鱒
霧
ト
密

ご
σq
図

で
あ

り

、
そ

の
パ

レ
ー

ト
係

歎
d

の
値

は
相

當

に
大

で
あ

る
。

心

次

に
、
某

市
某

工
業

從

業

少
女

工
月

牧

に
關

し

左

　
ヨ

　

の
第
九
表

の
如

き
統

計
が
あ
る
。

第
九
表

に
撮

つ
て
パ

レ
ー

ト
線

を

描

け
ば

第

五

圖

の
如
く

に
な

る
。

月牧(圓) 1人 員

而

し

て

こ

の

パ

レ
ー

ト
線

の
補

間

直

線
方

程

式

と

し

て

ざ
σQ
男
ー

9

司
。。
bっ
⑦
1
騨
8

h。
の
⑦

一。
σq
図

oo

oo

、

り

ー

!b

l

が

得
ら

れ

る
。

　
る

ね

次

に
更

に
覗
野

を
展

げ

て
、
全
國
化
学
工
業
勢
働
者

に
關

し
て
、第

十
表

の
如
き
昭
和

二
年

十
月
十
日
調

、賃
銀
別
分
布
表
が
得
ら
れ

る
。

9

一 一 へ)LN
凶 の い ①o田Oo



艦

!

8

表十第

日 給(鎧)1男i女1総 藪

7791

1
2,930]

856

3,241

6,228

6,326

5,036

5,053

5,661

5,185

4,640

2,451

1,183

567

1二ll

/
1:1
;ll
ll
:1

5,232

i
4,490

4,217

;:1:ll
2,181

1,863

1,382

1,069

808

543

369

η

㎜

塑

醜

畠

鎚

0

∩
)

0

∩
V

∩
V

∩
V

η

鋤

㎜

聯

櫛

珊

瑚

欄

燗

蜘

珊

職

聯

脇
.
脚

聯

師
甥

甥

η

㎜

齪

㎜

64

鎚

40未 満

40--60

60-80

80-100

100-・120

120-一一140

140-一一一160

160-180

180-200

200-220

220--240

240--260

260-280

280-300

300_一.312irr

320-340

340-360

360-380

380-400

400-一 一420

420-440

440-460

460-480

480-500

500以 上

143・313i18・432!61・745

 

計

,

ノ

一11一

第
十
表

の
総
鋤
押に
よ
る

分
布
は
明
ら
か

に
男
、
女

工
そ
れ
ぞ
れ

の
現
わ
す
軍

峰
度
敏

分
布

の
合

成
に
よ

る
双
峰
・度
籔
分
布

で
あ

る
。

今
、
総

敏
、
男

工
、
女

工

の
三
者

に
っ
い
て
パ

レ
ー

ト
線
を
描

け
ぼ
第

六
圖

の

G

・
如

く

に
な

る

。

100,000

、
工

＼
エ

一田
刃

妄
lO,OOO

1ρOO

100

Io

1
Φ
O
O

い
O

O

N
O

O

[
ゆ
〇

一
〇

〇

ひ

O

NN)

oo

'

賃

銀

の
分
布

に
關
す

ろ

ノ
ー

■



、
○

一12一

賃
銀
の
分
布
に
關
す

る
ノ
ー
ト

叉
、

夫

々

の

パ
レ

ー
ト
線

の
補

間

直
線

方

程

式

を

求

め
れ

ば

吹

の
如
ぐ

で
あ

る
。

D

'

、

ざ

σq
2

11

0
●q
G◎
○
嵐

l
b9
●α
O
崔

㊥

ざ

σq
×

総

籔

男

工

ざ

σ身
男
ー

ρ
c。
①
Q◎
⑪
O
ー
悼
恥
bg
H
置

ざ

σ自
図

.

女

工

δ

σq
2
11

昌

.0
8

q
O
-
G。
・㊤
bg
c。
司
◎Q

ざ

σq
〆

こ

れ

に
依

つ

て
み

れ

ば

、

パ

レ

ー

ト
係

籔

の

d
値

は
何

れ

も

相

暫

に

大

き

い
が

、
就

中

、

女

工
賃

銀

の
場

合

の

螢
O
鵠

司
Q◎

が

最

も

大

で

あ

る
。

こ

れ

は

、
女

工

賃

銀

分

布

が

三

つ

の
場

合

の
う

ち

で

、

分

布

の
不

李

等

度

の
最

も

小

さ

い

こ

と

を

意

味

し

て

い

る
。

次
に
同
じ
く
昭
和

二
年
十
月

十
日
調
、
全
國
工
場

並

に
鑛

山
男
子
勢
働

　
ら

　

者
日
給

に
關

し

て
次

の
第

十

一
表

の
如
き
統
計

が
得
ら
れ
る
。

第 十 一 表

賃銀(鍵)1工 揚t鑛 山

913

6,216

26,415

42,322

35,052

19,826

11,168

5,743

2,530

1,032

410

185

237

152,049

20--60i

60-100

100-・140

140-180.1

18,982

51,353

85,227

105,530

99,661

86,508

65,175

42,777

26,995

16,624

10,209

6,158

180-220

220-260

260-300

300-340

340-380

3SO-4201
420--460

460--500

500一 以 上} 10,520

625,719
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N
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第
十

剛
表

に
基

い
て
パ

レ
ー

ト
線

を
描

け
ば
、
第
七
圖

(
工
場
勢
働
者

の
場

合
)
並

に
第
八
圖

(
鑛
山
勢
働
者

の
場
合
)

と
な
り

、
何

れ
も
上
方

へ
凸
歌

を
現
わ
す
。

又
是
等

の
パ

レ
ー

ト
線

の
補
間
直
線
方

第

八
図

150,000

100,000

}OOOO

toOO

ゆO

切
O
O

N
N
O

,
O
O

」
O

O

N
O

,
O

程
式
を
求

め
れ
ば
次

の
如
く

で
あ
る
。

工
場
賃
銀

ざ
σq
累
11

り
臼
8
卜9
0
ー
ド
蕊
㊤
臆

δ
σq
×

鑛

山
賃
銀

ざ
σq
2
11
日P
鵡
O
お

ー
博
b◎
呂
躍

ざ
σQ
図

是
等
爾
者

の
パ
レ
ー
ト
係
敏
d

の
値

を

比
較
す
れ
ば

、
鑛

山

の
方

が
賃
銀
分
布

の

不
干
等
度

が
小

で
あ

る
こ
と
と
な

る
。

以
上
は
或

る
特
定

の
工
場
或

は
産
業

部

門

に
於
け
る
就
業

者

の
賃
銀

の
分
布

に
關

す

る
事
例

で
あ

る
が
、
次

に
或

る
特
定

の

自

治
膿
内

に
於
け
る

一
事

例
を
考
察

し
よ

う
。
そ

れ
は
熊
本
市

に
於

い
て
昭
和

六
年
度
戸
敏

割
賦
課
標
準

と
さ
れ
た
同
市

々
民

昭
和
五
年
中

の
所
得
統
計

に
就

て
で
あ
る
。

の

今
、
総
所
得
者

を
勤
勢

者

(
官
公
吏
、
會
肚
員
、
敏
育
者

、
軍
人
、
稼
働
者
を
併
す

)
と
非
勤
勢
者

と

に
二
大
別

し

て
次

の
第

十
二
表

、

の
如

き
所

得

分
布

表

を

得

る
。

賃
銀

の
分
布
に
關
す
ろ
ノ
ー
㍗



第
十

二
表

に
よ
つ
て
双
甥

数
目
盛
上

に
パ

レ
ー

ト
線
を
描
け
ば
第

九
圖

の
如
く

に
な

る
。

●

＼
-14一

第 十 二 表

熊 本 市,昭 和 五 年 中,所 得 階 暦 別 分 布 表

所 得 階 厨 (圓)'i所 得者合 計
i

勤勢所得者 非勤勢所得者

1-1,000

1,000・ 一一2,000

2,000-3,000

3,000-4,000

4,000-5,000

5,000-6,000

6,000--7,000

7,000-8,000

8,000--9,000

9,000-10,000

10,000-20,000

20,000-30,000

30,000-40,000

40,000--50,000

50,000-60,000

60,000-70,000

70,000-80,000

80,GOO-90,000

90,000-100,000

100,000-150,000

150,000以 _ヒ

り
)

(∠

∩
)

O
Q

n∠

Q
/

0

5

4
.

8

2

2

2

6

9

8

6

0

1

9

0

1

7

4

4
、

3

1
且

∩乙

-

8

6

8

2

1

0

1

1

0

4

1

1

n∠

15,748

2,140

432

125

47

26

17

4

5

2

1

0

1

計

【
ノ

n
∠

り)

n
6

ら)

Q
/

2

/

58

α

59

93

61

42

35

29

17

26

7

2

1

0

1

1

0

4

!

3i;969 18,548 13,421 ノ'

賃
銀
の
分
布

に
關
す

ろ

ノ
ー

ト

/

昏
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第

九
圖

の
曲
線

の
形
状

は
夫

々
相
異

る
が
、
何

れ
も
上
方

へ
凸
歌

で
あ

る
事
は
共
通

で
あ

る
。
今
、
こ
れ
ら

の
パ

レ
ー

ト
線

の
夫

々
の

補
聞

直
線
方

程
式

を
求
め
れ
ば
次

の
如

く

で
あ

る
。

」

第

九
図

軽

精
摯

惹
労

逆30.OOO

lOOOO
,

蕪

)ocl

l'-t

i・,!

lcL

 

貸
銀

の
分
布

に
關

す

ろ

ノ
i
添

1

鋳
P

O
O
O

δ
O
も

O
O

U
g

O
O
O

δ

6

0
0

許

8

0

一
〇
8

鴨

q
O
O

い
O
O

隔
q
O

、

殉
O

O

切
O

、

一
◎齢

総

所

得

者

の

場

合

.

ざ
σq
該
H

唄
.駅

Q◎
刈
Q◎
ー
ド
qo
H
O
㊤
り

一〇
σq
図

全

勤

艸労
所

得

者

の

場

合

ざ
σ鳶
男
u
㊤
.α
O
陰

㊤
I
b9
μ
露

δ

一〇
σq
肖

非

勤
勢

所

得
者

の
場
合

ざ
σq
属
11
動
⑩
O
Q。
O
り
i
μ
.悼
Q◎
自

O

ご
σq
区

.
是

等

の
方

程

式

中

、

パ

レ
ー
ト
係

籔

d

の
値

の
比

較

に
お

い

て
全
勤

榮

所

得

者

の
場

合

が

最
も

大

で
あ

り

、

從

つ
て
分

布

の
不
亭

等

度

が

最

も

小

で
あ

る
。

而

し

て
非

勤

勢

所

得
者

の
場

合

に
は
d

の
値

が
最

も

小

さ
く

、

從

つ
て
不

挙

等
度

が

最
も

大

で
あ

る

こ
と

と
な

る
。

勤

㎝労
所

得
者

全
艦

に
就

い
て

は
上
述

の
.如

く

で
あ

る
が

、

更

に
進

ん

で
、

勤
帥労
者

を

官

公
吏

、
會

肚

員
、

敏

育

者

、

軍

人
、

稼
働

者

の
五
種

に
顧
別

す

る

と
き

は
夫

々
相

異

つ
た

パ

レ
ー

ト
線

を

示
す

こ

と
第

九
圖

の
如

く

で
あ

る
。

併

し

こ

の

場

合

に
於

い
て
も

、

す

べ
て

の
曲

線

は
上

方

へ
凸
歌

で
あ

る

こ

と

は
明

白

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
パ

レ
ー

ト
線

の
d

と

ざ
σ身
P
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、

賃
銀
の
分
布

に
關
寸
る
ノ
ー
ト

の
値

を

表

示

す

れ

ば
第

十

三
表

の
如

く

で
あ

る

。

654匹321

第 十 三 表

logA

7.76170

8.55810

8.72025

0.09935

9.32631

軍 人11.85906

教 育 者12.00765

　
會 示上 員}2.04126

官 公 吏i2.45885
1

稼 働 者}2.56745

第

十
三
表
中
、
d

の
値

は
軍
人

の
場

合
が
最
小

で
あ
り
、
稼
働
者

の
場
合
が
最
大

で
あ

る

こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。

こ

の
事
は
軍
人

の
場
合

に
於

い
て
所
得
分
布

の
不
李

等
度

が
最

大

で

あ
り
、
稼
働
者

の
場
合

に
は
そ
れ
が
最
小

で
あ

る
こ
と
を
意
味
す

る
。

以
上

に
依

つ
て
我
邦

に
於
け

る
若
干

の
事
例

に
よ
れ
ば
、
次

の
二

つ
の
黙

が
推
測

さ
れ

る

で
あ
.ろ
う
。
即

ち
そ

の

一
つ
は
、
帥労
働
所
得
分
布

の
パ

レ
ー
ト
線
は

一
般

に
は
上
方

へ
幽
歌

で
あ

つ
て
、

パ
レ
ー
ト
の
言

う
如
く
上
方

へ
凹
歌

で
は
な

い
こ
と
。

他

の

一
つ
は
、

パ
レ
ー

ト
係

数
d

の
値

は

一
般

に
相

當

に
大

で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ

る
o

紳
戸

市
役
所

「
マ
ッ
チ
工
業
從
勘茱
女

工
の
生
活

歌
態

の
調
査
。
[

同
右
。

森

田
優

三
著

「
統

計
概

論

「。
第

ニ
ニ
頁
。

内
閣

統

計
局
第

働
統

計
要
實

。
昭
和

二
年

十
月
十

日
調
。

.

同
右

。

汐

見

三
郎

著

「
國
民
所
得

の
分
配

」
中
、

毛
里
英
於
菟

「
戸
敷
割

に
よ
る
國
民
所
得

の
分
配

の
測
定
-一
、

並

に

「
戸
籔

割

の
贅
料

に

よ
る
熊
本
市

民

の
所
得

分
配
表

「。

三

 

次

に
諸

外
國

に
於

け
る
賠

テ

の
事
例
を
考
察

し

て
み
よ
う
。
先

づ
併
蘭

西

に
つ
い
て
見

る
に
、

則
⑦
昌
曙

日
β
q
白
①
=

冒
ご
o
器

は
佛
蘭

'

●



ハ
　

　

西

セ
エ
ヌ
縣

に
於

け
る
日
給
賃

銀

に
よ
る
勢
働
者

の
分
布

の

一
例

と
し
て
次

の
第
十
四
表

の
如
き
事
例
を
掲
げ

て
い
る
。

、

第 十 四 表

フラ ンス國 セエヌ厩 に於 け
る日給 賃銀別勢働 者

敷人

旧

鋭

拐

・1
,172

1,271

2,182

1,351

1,551

1,403

1,558

1,359

552

232

邸

76

鋭

30

15

19

賃 銀 率
(フ ラン)

2.75未 満

2.75-一 。3.25

3.25-3.75

3.75-4。25

4.25-4.75

4.75-5。25

5.25-5.75

5.75-6.25

625-'6.75

6.75-r7.25

7.25--7.75

7675-8.25

8.25-8.75

8.75-9.25

9。25-9.75

g.75-10.25

10.25-11.25

11.25-12.25

12.25以 上

13,804

 

計

'
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'

第
十
四
表

に
依
り

一
人
當
李
均

日
給
賃
銀
を
求

め
れ
ば
五

・
八
八

フ
ラ

ン
と
な

り
、
又
、
分
布

の

モ
ー
ド
は
六

・
七

五
i

七

・
二
五

フ

ラ

ン
の
所
得
階
暦

に
在

る
。
從

つ
て
そ

の
度
数
分
布

は
他

の
種
類

の
所
得

に
於
け
る
分
布
歌
態

に
比
し

て
遙
か

に
正
常
分
布

に
接
近
し

て

い
る
事
が
見
ら
れ
る
。
斯

る
賃
銀

の
分
布
歌
態
が
外
見
上
、
正
常

分
布

に
接
近
し

て
い
る
と

い
う
事

に
封

し

て
は
、
例
え
ぱ
前
述

の
パ

レ

ー

ト
の
引
例

(
ヴ

オ
縣

の
場
合
)

、
或

は
帝
國
製
麻
會
就
札
幌

工
場

、
札
鐵
苗
穗

工
場

の
場
合

の
如
き
異

つ
た
引
例
と
封
照
す
る
ζ
と
は

興
味
あ

る
問
題

で
あ

る
。

一
般
的

に
言

つ
て
、
賃

銀

の
分
布
は
他

の
種
類

の
所
得
が
著
し

い
正

の
非
封
稻

性
を

持
つ
に
比
し

て
、

一
般

に

正
常
分
布

に
接
近
し

て
い
る
も

の
で
あ
り
、
唯

だ
例
外
的

に
非
樹
稽

性
を
持

つ
も

の
で
あ

る
か
、
或

は
反
封

に
、
例

外
的

に
正
常

分
布

に

接

近
す

る
も

の
で
あ
る
か
。
從

つ
て
叉

、
こ
れ
を
如
何

に
読
明
す

る
か
が
問
題

と
な

る
。

今
、
第

十
四
表

に
よ

つ
て
パ

レ
ト
線
を
描

け
ば
第

十
圖

の
如
く

に
な

る
。

而

し
て
こ
の
パ
レ
ー
ト
線

の
補
間
直
線
方

程
式

は
、

賃
銀
の
分
布
に
關
す
る
ノ
ー
ト
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賃

銀

の
分
」布

に
贈附
す

る

ノ

ー

ト

.

oo

l

oo

O

O

,

・

o
η

・

更

に
叉
、
閏
.
8
皐
崔
o
o
冨

は

セ

エ

ヌ
縣

並

に
標

準

人

口

に
於

け

る
日
給

賃

銀

に
依

る
帥労
働
者

の
分
布

に

つ

い

て
…第

十

五
表

の
如
き
敏

字

を

掲
げ

て

　
　

　

い

る

。

こ

の
爾

分
布

表

を

比
較

す

る
に

、

一
人

當

李

均
賃

銀

は

セ

エ
ヌ
縣

に
於

い
て

五

・
六
九

フ
ラ

ン
、

標
準

人

口

に
於

い

て
は

五

・
八
六

フ
ラ

ン
で
あ

つ
て
、

そ

の
差

は
僅

か

に
○

・

一
七

脚

、

iO

N
O

「
O)」 ㊦

 

一

一〇
σq
2
"
㊦
.膿

2

トっ
ー
ド
認

α
呂

ざ
σq
属

と
な

り
、

パ

レ
ー

ト
係

敏
d

の
値

は
著

し

く

大

き

く
な

る
。

x

軸

に
封

す

る
此
直

線

の
傾
度
d

は
、

げ
蟄
昌
ユ
H
ト
●司
GΩ
α
α
⑪

と
す

れ

ば
、
約

七

十

八
度

三

十
分

強

で
あ

る
。

こ
れ
を
総

所

得

の

一
般

的
な
d

の
値

が
約

5一
・
五

、
或

は
約

五
十

六
度

二
十

八

分

張

に
比

べ
て
大

で
あ

る

ご

と
が
判

り

、
從

つ

て
叉
馬

こ

の
場

合

の
賃

銀

分
布

の
不

耶

等

度

が

小

さ

い

こ
と
も

亦
知

ら

れ

る
。

表五十第

標準人 口

鰐鍔峨

セ 苗 ヌ 縣

暫鱗 人 敷%
-

n
∠

4
`

6

10

13

14

12

11

2.36

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

5。50

6.00

650

7・OOl

7.501

8⑳i
[

8・501

S・98}

9.31

9.91

9

7

4.5

3,5

1

1

1

0.66

137

453

1,172

1,271

2,182

1.00

3.33

8.59

9.32

16.00

9.91

11.38

10.29

11、42'

9.96

4.05

1,70

0.97

0.56

0.86

90

1,351

1,551

1,403

1,558

1,359

552

232

133

76

118

 

拶

加

印

m
…

釦

m
…

釦

加

閃

加

釦

加

釦

加

閃

%

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

9

9

9

100100.00計 13,638
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フ
ラ

ン
に
過

ぎ

な

い
。

叉
、

モ

ー
ド

は
前

者

に
於

い
て
は

五
ー

五

・
五
〇

フ
ラ

ン
の
所

得
階

暦

に
在

り

、
後

者

は

五

・
五
〇
ー

六

フ
ラ

ン

の
所

得
階

屠

に
在

る
。
從

、

つ

て
こ

の
雨

分

布

曲

線

は

6

相

互

に
よ

く
類

似

し

、
且

↓

接

近

し

て

い

る

。

此

爾

分

.

'

艸
α

布

表

に
基

い

て

パ

レ
ー

ト

O

o

O

O

-

如

ぐ

で
あ

り

、
叉

、
是

等

ゆ

'

脚

ω

}

の
曲

線

の
補

間

直

線

方

程

-

式

は

次

の
如

く

で

あ

る

。

セ

エ

ヌ
縣

の
場

合

ざ

σq
頃
11

鉾
悼
CQ
O
O
GQ
l
餌
頓
㊤
く
Q◎
司

ざ
σq
露

標

準

人

口

の
場

合

'
ざ

σq
属
11

斜
お

♂

⑰
1
鱒
8

⑩
司
㊤

一〇
σq
図

爾
者

の
d

に
於
け
る
差

は

9
熊

δ
G。

で
あ

つ
て
、
蜜
β
曳
11
9
箋

と
す
れ
ば

、
爾
補
間

直
線

の
x
軸

に
封
す

る
傾
度

の
差
は

約
ニ

へ

十

一
度

十

三

分

弱

で

あ

る

。
.

、

此

引

例

に

於

い

て
顯

著

な

事

は

パ

レ
ー

ト

線

が

上

方

へ
凹

状

を

な

さ
す

、
凸

歌

を

な

す

事

と

、

ム

ー

ア

も

指

摘

す

る

が

如

く

、

度

敏

分

布

曲

線

が

ぼ

と

ん

ど

ガ
ウ

ス
法

則

に
從

う

と

見

ら

れ

る

事

で
あ

る

。

1

国
。
ロ
q

ピ
巳
類
o
=

≦
0
9
ρ

H
曽
差

o
、
≦
.9
σq
β

　
旨

一
"
娼
・
oo
刈
・

'

賃

銀

の
分
布

に
關

す

ろ
ノ

ー
}

。



一20一

2

の
分
布

に
關

す

ろ

ノ

ー

ト

戸

炉

場

8

弓o
L

び
冠

・
㍗

oo
Qo
.

四

.

㌧
月
o
崩.
P
詳
犀
自

8
」
Wo
乱

o
団

は

一
八
八
六
年
英
國

の
木
綿
紡
績
工
場
、
羊

毛
紡
績
工
場
、
毛
織
工
場
、
亜
麻
布
工
場
、
帆

布
綱
具

工
場
、
絹
織

工
場
、
絨

椴

工
場
、
麻
布

工
場
、

メ
リ

ャ
ス
工
場
等
、
紡

織
工
業

に
於
け
る
男
工

の
卒
均

　
　

　

通
常
賃
銀

に
よ

る
分
布
表
を
掲

げ
て
い
る
。

是
等

の
分
布
表

に
依

つ
て
パ

レ
ー
ト
線
を
描
け
ば
第

十
二
圖

の
如
く

で
あ

つ

て
何

れ
喝
上
方

へ
凸
歌

を

現
わ
し
て
い
る
。

㌧
第

工

図

0

0

引
0

0

-0

0

0

{
0

0

0

0

0
,

ー

⑳

絶

'

①
紬
計

②
木
綿
紡
績
工
揚

働
羊
毛
紡
績
工
揚

④
毛
織
工
楊

⑥
帆
布
編
具
工
揚

①
絹
織
工
揚

⑧
絨
鍛

工
揚

⑨
続
布
工
揚

1」 」」」]」

一1凱 メ轟
Pturooo

 

⑤
亜
庇
布
工
揚

勒

ベ
リ
ヤ

ス
エ
楊

表
ぬ
ノ、

 

十第

IogN=7・02716-2.14814109ヱ ＼

10gN==6.51091-1.9397610gx

logN==756437-3.02963109x

logN==10.04287-5.2356710gs

logN=6.73103-2.9025510xx

logN=7.93127--4。0033110gx

logN==7.46950-3。5969410gx

]ogNデ=9。74623-5.17965109ズ

logN==6.47109-2.9460410gx

lo9」 藍==6・61990-2。9557210gx

(1)総 計

(2♪ 木 綿 紡 績 工 場

(3)羊 毛 紡 績 工 揚

(4)毛 織 工 揚

f5)亜 麻 布 工 揚

(6)帆 布 綱 具 工 揚

(7)絹 織 工 揚

(8)絨 綾 工 揚

(9)廊 布 工 揚

(10♪ メ リ ヤ ス 工 揚

 

、

是

等

の
パ

レ
ー

ト
線

に
つ
い
て
夫

々
の
補
間
直
線
方

程
式
を
求
め
れ
ば
第

十
六
表

の
如

く

で
あ

る
。

、



顧

、

、

鴨

'

是

等

の
猷

の
値

は
毛

織

工

場

に
於

い
て
最
も

大

で
あ

り

、
木

綿

紡

績

工
場

に
於

い
て
最

小

で
あ

る
。
而

し

て
総

計

に
於

い
て
は

女

11
bつ
μ
お

置

を

示

し

て

い
る
。

ド

、
り

　
　

り

更

に

叉
、
団
H
o
h・
諺
◎
目
●
頃
o
乱

o
k

は
正
常
・分
布

曲

線

に
近

い
分

布

の

一
例

と

し

て
第

十

七
表

の
如

き
分
布

表

を

掲

げ

て

い
る

。

第 十 七 表

激

200

400

100

100

200

200

300

賃銀階層 人
さ

1516

16--17

17-18

18--19

19--20

20-21

21-一 一22

22-23

23-24

24-一一25

25-26

26-27

300

500

-900

1,200

800

700

500

300

300

400

27--28

28-29

29-30

30-・31'

31-一 一32

第

十
七
表

に
よ

れ
ば

一
人
當

奉

均
賃

銀

は
二

七

・
四
七

シ

リ

ン
グ
強

で

あ

り

、

分

布

の

モ
ー

ド

は

二

五
ー

二

六

シ
リ

ン
グ
階

暦

に
在

る
。

今
、
本

,

表

に
よ

つ
て

パ

レ

ー
ト
線

を
描

け
ば

,
第

十

三
圖

の
如

く

で
あ

り

、
そ

の

・
補

間

直

線
方

程

式

は
、

ざ
σQ
男
"

ε
.鼠

O
o◎
鵠
!
蔭
・趨

9

駅

ざ
σq
屠

ノ

と
な

る
。

'

本

引
例

に
よ

れ

ば
、

我

々
の
問

題

と
す

る
二

つ
の
黙

、
即

ち
賃

銀

の
パ

一

レ

ー
ト
線

が

上
方

べ

凸
歌

を
な

す

こ
と

、

及

び
、

賃
銀

分
布

が

正
常

貸
布

 21口

に

近

い

こ

と

が

知

ら

れ

る

。

-

1

》
門
臼
霞

ド

切
o
琶

o
ざ

麗

o
諺
6

笛

o
h
融
9
ρ按

瞬o
。。鳩
9
ず

巴

↓

¢
¢。
メ

唱
臨
刈
蔭
・

賃

銀

の
分

布

に
關

す

ろ

ノ
ー

ト

、

O.OOO

7,000

5000,

ろ,OOO

2.000

1,000

いu羊
oino
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一
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一22.一

2

・

'

賃
銀

の
分
布

に
闘

す

る

ノ
ー
ト

b

.ピ
。

bδ
o
琶

畠

二

ぴ
宣

.
弓
」

ま

.

oΩ
8

欝

2
①
鎚

冒

σq

は

ぞ

器

雪

o
ぽ
島

①
客
μ

2
①
宅

q
①
屋

①
ざ

国
鶏
あ
宰
P

宅

駐
8

塁

ぎ

各

州

に

於

　
ま

　

け
る
男

子
及
び
女

子
勢

働
者
別

に
週
賃
銀

の
百
分
率
分
布
表
を
掲
げ

て
い
る
。
今
、

こ
れ
を
實
数

に
換
算
し
た
分
布
表

に
依

つ
て
パ

レ
ー
ト
線
を
描
け
ば
第

十
四
圖

の
如
く

で
あ
り

、
又
、

夫

々
の

補
間

直
線
方
程
式
を
表
示
す

れ
ぼ
第
十
八
表
が
得
ら
れ
る
。

一第

↑
⑪
図

但
し

、

loo◎ooo'

榔
00,000

lo.o(～o

t.OOO

。。

働

-o
一 一ト⊃

σ50ao

 

恒
4

(8)(7)(6)(5>(4)(3♪(2)(1)

マ
サ

チ

ュ
ウ

セ
ッ
ツ
州

男

工

ニ
ュ
ウ
ジ

ャ
ー
ジ

イ

州

男

工

ウ

イ

ス

コ
y

シ

ン
州

男

工

カ

ソ

サ

ス
州

男

工

マ
サ

チ

ュ
ウ

セ
ッ
ッ

州

女

工

呂
ユ
ウ
ジ

ャ
ー

ジ

イ

州

女

工

ウ

イ

ス

コ
y

シ

y
州

女

エ

カ

y
サ

ス
州

女

工

岩

銘
鶏

o
岸
岳

o
げ
宏

州

は

一
九

〇

八
年

、

二

十

一
歳
以

上

の
男
、

女

、

週
賃

銀

、

翼
㊦
司

匂
霞

器
冤

州

及

び

因
節
塗

銘

州

は

一
九
〇

九
年

、
十

六
歳

以

上

の
男

、
女

、週

賃

銀

、零

お
。
o
β
ω冒

州

は

一
九

〇

六
ー
七

年

、
総

男
女
並

に
総

女

子
週

賃

銀

で
あ

る
。

第

十

四
圖

に
よ

つ

て
見

れ

ば

、

是

等

の
パ

レ
ー

ト
線

は
何

れ
も

上
方

へ
凸

歌

を

示
し

て

い

る
。

叉
、

第

十

八
表

の
パ

レ
ー

ト
係
数

d

の
値

を

比
較

し

て
み

れ

ば
、

一
・
〇

二
九
強

か
ら

二

・

一
九

一Pareto線 補 間直糠方程 式第+八 表

女男名州

王ogN=6。25128-1・0782610gx

logN=5・39464--1 .0294510gx 、

[

llogN=6・26690--1・719091・8・}

1・flN・=5・26853-1・953121・gx

logN==5.94966-2.1982310gx

lo9〕 瞬『!.57007・-2・04812109x

】ogN==5.16530-1.9469110gx

Massachusetts

NewJersey

卜　
lIog.N==5.97534-1.05エ831cgx

…Kansas

露

}W'isc・n・in



,

O

距

ノ

八
彊

の
間

に
種

々
な

る
値

を
と
り

、
そ

の
大

い
さ
は
大

で
は
な

い
。
男
子
と
女
子
と
を
匝
別
す

れ
ば
、
女

子

の
d

の
方

が
男
子
の
そ

れ
よ

り
も
何
れ
も

大

で
あ

る
。
從

つ
て
分
布

の
不
卒

等
度

に
於

い
て
は
女

子

の
方

が
小

さ
い
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

℃
尾
9

P
.
目
●
ぎ

ぞ
♂
団

が

一
八
九

三
年

、

米
國

に
於

け

る

賃
銀
所
得
者
数
と
し
て
揚
げ
て
い
る
敏
字
を
整
理
し
て
次
の
第

(
2

)

し

卿

十
九
表

が
得
ら

れ
る
。

第

十
九
表

に
よ
れ
ぱ
分
布

の

モ
ー
ド
は

一
〇

五
ー

一
五
四

セ

ン
ト

の
階
暦

に
在
り
、

一
人
當

拳
均
賃
銀
率

は

一
七
〇

セ

ン
ト

第 十 九 表

賃 銀 階 厨
(Cents、

 

で
あ

る
。
今

、

本

表

に
よ

つ
て

パ

レ

ー
ト
線

を

描

け
ば
第

十

五
圖

の
如

く

上
方

へ
凸

歌

の
曲

線

と
な

り

、
パ

レ
ー

ト
線

の
補
間

直

線

方

程

式

を

求

め
れ

ば
、

ざ
σq
翼
11
0
・4
0
駅
Q◎
司
ー
G㊤
面
O
ざ
⑪

ざ
σq
図

と
な

る
。

一23一

賃
銀
の
分

布
に

關
す

る.

ノ

T

ト

布

表Io ,oooが

あ ノ

る(
。邑

t,oeo

ioo

lo

U
O
O

亭
O
O

い
O
O

博
O
O

一
〇
〇

い
q

P
O

一
〇

1

第 二 十 表

人 藪賃銀(ド ル)

2

8

13

9

34

50

52

鵬

68

31

11

17

⑳

加

鉤

⑳

茄

⑳

⑳

加

印

⑳

掬

加

釦

⑳

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

・
9

N400

 

計

女
子
賃
銀
の
分
布
に
於
い
て
は

一
八
九
〇
年
、
米
國
の
紡
績
工
場
に
於

け
る
十
六
歳
以
上
の
粗
撚
糸
女
工
の
賃
銀
に
關
す
る
第
二
十
表
の
如
き
分

■



/

一24一

賃
銀
の
分
布

に
關
す
ろ
ノ
ー
ト

迅

/

第

二

十
表

に
よ

つ

て
パ

レ
ー

ト
線

を

描

け
ぼ

、
第

十

六
圖

の
如

く

に
上
方

へ
凸
欺

の
曲

線

と
な

る
。

,

而

し

て
こ

の
曲

線

の
補

間
直

線
方

程
式

は

を

有
し

、

從

つ

て
分

布

の
不
李

等
度

が

小

さ

い
こ
と

を

示
し

む

り

む

ま

'

40

10

ー

概

し

て
賃
銀

分

布

の
パ

レ
ー

ト
係

敏

は
そ

の
絶

樹
値

が

大

、

で
あ

る
が

、
併

し

一
般
総

所

得

の
場

合

の
如

く
d

の
値

が

一
・
五
位

を

示
す

も

の
も

あ

る
。

へ
る

　

臼

類
・
ω
.
冨
o
緩
鷺
負

は

次

の
第

二

十

一
表

の
如

き

、

一
九
〇

九

年
米

國

主

要
都

市

の
家

族

週

當
賃

銀

分

布

表
を

掲

げ

て

い

る
。

,

第

二

十

一
表

に
よ

つ

て

パ

レ

ー
ト
線

を

描

け
ば
第

十
七

圖

の
如

き

澱
岡

顎

.
罰
綴

　

第二 十一表

i■得但 墜擁
19

.73未 満 .

9.73--14.60i

董1

14.60-19.471,

19.47-24。33

亀
24.33-29.20

129.20-一 一34.07

旨
34。07-38.93

1・
138.93以 上

計

　

曲
線
と
な

り
、
そ

の
補
間
直
線
方
程
式

は

、

ざ
σq
男
H

鮮
O
綴

献

ー
ド
α
眉
㊤
司
一〇
σ◎
図

と
な

る
。

覧

即

ち
、

パ

レ

ー
ト
線

は
上
方

へ
凸
状

で
あ

る
が
、
d
、の
値

は

一
.

五
強

に
過

ぎ
な

い
。

、

自
●
自
.自
。
o
器

は

一
九
〇

五
年

、
米

國

の
若

干

の
州

に
於

け

る

男

子

勢

働

者

(
第

二
十

二
表

)
並

に
女

子
陣労
働
者

(第

二
十

三
表

㌢
そ

の
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'

「
25

一

阿

OOl

■

め堕。
偶
マ

讐

蒼
}

rr-「 一一「 一一 一de

』

マ

O

O

O

O

O

♪̂

扁」
ー
」

.…
…

＼

＼
＼

＼

＼

、
、

、

＼
＼_.___

り

れ

そ

れ

の
週

牛

均

賃
銀

分
布

表

を

示
し

て

い

る
。
(、
)

第 二 十二 表

男子,週 準均賃銀

賃 銀 人 藪

(ド アレ)・

5-6

6一7

7-8i
8--9}
9-一 ・10

10--11

2

1

0

5

5.5

10

乃

4

2

3

2

1

O

n∠

11-・12

12-13

13-14

14--15

15-16

16-17

17-18

18_19

50

 

計

B

?

中
簑

第 二 十 三 表

女 子,週 亭 均 賃 銀

第
二
十
二
表
、
第

二
十
三
表

に
よ

つ
て
そ
れ

ぞ
れ
パ

レ
ー
ト
線
を
描

け
ば

第

十
八
圖

の
如
き
上
方

へ
凸
状

の
曲
線
が
得
ら

れ
る
。

賃 銀(ド ル);人 敷

33.50-4.00

…

l

l
I

4.00

4.50

5.00

550

6。00

6.5G

7.0σ

7.50

8.00

8.50

4.50

5.00

5.50

6.00

6.50

7.00

750

8.00

8.50

9.00

計

ゆ

4

6

10

3

6

10

4.5

1.5

1

f

50

嶋

q◎い ゆo① ト リ め

τ

ol

09

側

第

十

八
圓

の
男

、
女

工
そ

れ

ぞ

れ

の
パ

レ
ー

ト
線

の
補

聞

直

線
方

程
式

を

求

め
れ
ば

次

の
如

く

で
あ

る
。

賃
銀
の
分
布
に
關
す
る

ノ
ー
ト

ゲ



り

/

、

一26一

賃

銀
の
分

布
に
關
す

る

ノ
ー
ト

男

工

ざ
σq
属
11

恥
躯
㊤
α
㊤
目
-
鱒
bρ
恥
bg
o◎
司

ざ
σq
属

女

工

ざ

σq
翼
11

㊤
.⑪
b9
ト
ら。
O
I
心
●Q◎
博
』p
⑩
凱

ざ
σq
肖

こ

れ

に

よ

れ

ば
女

工

の
場

合

の

パ

レ

ー

ト

係

敏

は

曳

11

↑
露

hっ
り
α

で
あ

つ

て
、

男

工

の
場

合

よ

り

も

大

で

あ

る

。

　
ら

　

国
●
8
・
目
o
o
巳

は
叉

、
第

二

十
四
表

の
如

き

、
寓
器
。。き

ぽ
器

簿
宏

州

並

に
標

準

人

ロ
に
於

け

る
週

給

賃

銀

分
布

表

を

掲

げ

て

い

る
。

第 二 十 四 表

漂 準 人 口

期蜘 磁
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Massachusett8

幣勢 人 釧

2

4

6

9

H

13

8

7

6

6

5

5

4

3

2

2

2

錦

銘

釦

釦

鉤

釦

印

釦

釦

釦

釦

釦

50

閃

刃

釦

鉤

憩

印

崩

81

夘

2

3

4

5

6

7

8

9

10

H

12

13

14

15

緬

17

18

珍

20

'21

22

24

O.44

1.29

2.75

4.31

6.83

8.66

8。78

12。34

8.36

7.63

6.87

Jo

3£

防

舶

肥

釦

夘

湘

%

超

36

32

駕

溺

刀

6

5

4

3

3

2

1

1

0

0

0

0

0

0

0

'1
,414

4,176

8,920

13,937

22,104

28,055

28,425

39,951

27,084

24,705

22,239

19,754

17,216

14,748

12,ち03

9,958

8,098

6,203

4,541

3,164

2,020

1,162

1,041

921

800

546
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脚
綱
㎜
㎜
㎜
綱
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計

り

第

二
十

四
表

に
依

れ

ば
分

布

の

モ
ー
ド

は

旨
霧

鶏
。
ぼ

。。客
寵

州

及

び
標

準

人

口

の
爾

者

砦
に
九
i

一
〇

ド

ル

(
中
央

値

九

・
五
〇

ド

　

ル
)
階
暦

に
在
り
、
卒
均

一
人
當
週
賃
銀
は
前
者

に
於

い
て

一
一
・
三
五
ド
ル
、
後
者

に
於

い
て

「
一
・
三

六
ド

ル
で
あ

る
。
而
し

て
度

敏
分
布

曲
線

は
若
干
程
度

、
正

の
非
封

稽
を
表

わ
す
。

'

、



亀

＼

●

'

可

第

二
十
四
圖

に
基

い
て
パ

レ
ー

ト
線
を
描

け
ば
、
第
十
九
圖

並

に
第

二
十
圖

の
如
く

に
な

る
。

,

第

↑
九

図

300/OOO

lOO,OO◎

tO,OOO

1,000

SOO
脚 一 沁N[

　 ト)しh《～o伊o〔P

QP

覧

二
寸

図

、

(

一講而P
ゆ

も

繭

P

lOO

lo

工

而

し

て
是

等

の
曲

線

の
補

間

直

線

方

程
式

は
そ

れ

ぞ

れ
次

の
如
く

で
あ

る
。

、

マ
サ

チ

ュ
ー

セ
ツ
ッ
州

ざ
σq
男
11
Q◎
.O
』b
bg
O
l
⑳
.O
㊤
QQ
Q◎
凶
ざ

σq
図

標

準

人

口

δ
σq
男
11
qQ
劫
α
O
㊤
トっ
l
b9
・卜◎
⑦
陰

㎝
ざ
σq
鵠

爾
者

の
d

の
値

に
於

け

る
差

は

O
・Q。
。。
O
。。
"

で
あ

つ

て
、

言
昌
父
11
0
・◎。
。。
潟

刈

と
す

れ

ば

爾
補

間

直

線

の

x
軸

に
封

す

る
傾
度

の
差

は
約

四

十
度

一
分

弱

で
あ

る
。
是

れ
を

前

記

の

フ
ラ

ン
ス
國

セ

エ

ヌ
縣

の
場

合

に
比
較

す

れ

ば

、
d

の
値

は
何

れ
も

セ

エ
ヌ
縣

の
場

合

よ

り

も

葡

小

さ
く

、
曲

線

の
形

歌

は
上

方

へ
凸

欺

を

呈
す

る

こ
と

は
同

様

で
は
あ

る
が

、
度

数
分

布
曲

線

の
非
封

稻

性

は

セ

エ
ヌ
縣

の
場

合

よ

り
も

27

や

玉
大

で
あ

る
事

が
知

ら

れ

る

。

'

鞠

.,

団
同
o
排
♂
<
●
ピ
・
O
崔

速

は

一
九
〇

〇
年

米

合
衆

國

中

央
諸

州

に
於

け

る
鋳

造

工
場
並

に
金
屡

工
業

の
す

べ

て

の
職

務

に
從

事

す

る
十

六

賃
銀

の
一分
布
に
.關
す
る
ノ
ー
ト

、



●

一2む 一

賃

銀

の
分
布

に
關
…す

る
ノ
ー
ト

、

ハ
お
　

歳
以

下

の
男
,子

の
週
給
賃

銀
に
就

い
て
吹

の
第

二
十
五
表

の
如
き
分
布

表
を
趨
げ

て
い
る
。

第二十五表

'426

i

/

週 給 ド ル

2.50-2.99

3.00-3.49

3.50-3.99

4.00-4.49・

4.50-4.99

5.00-5.49

5.50-5.99

6.00-6.49

6.50-699

7.00-7.49

7.50--7.99

8`00--8.49

8.50--8.99

人 籔

13

58

1り2

40

55

46

8

32

32

五〇

!!

・Il

8

計

ゆ
リ
ポ

き

ヨ

じく

こ
ヨコ　
の

っ

二
十
六
表

の
如
き

】
丸

三
六
年
、
米
國
建
築
業
勢
働
者

一
時
間

當
賃
銀
分
布
表

が
あ

る
。

第

ニ
工

図

「
…
i
ー

「

2。

。。

4

ー

～

～

.

＼
ー

…

1
ー

ト
i

i

ゆ

1L_田
レげ読 為 い ひ"騰 ゆ

　判

、

臓

人轟
第

二

十

五
表

に
依

る

パ

レ
ー

ト
線
も

上
方

へ
凸

欺

を

現

は
す

こ
と

は
第

二

十

一
圖

に
見

ら
れ

る
如

く

で
あ

り

そ

の
補

間

直

線

方

程
式

は

ざ
σq
冤
11
卜
bっ
出

O
Q◎
l
QQ
μ
⑰
8

α
ざ
σq
図

と

な

る
。

同

じ

く

、

団
同
o
b

宅

・日
・
O
コ

日

が

掲

げ

て

い
る
第

(
7

)

17.5

27.5

375

475

57.5

1,991

5,332

15,619

18,366

16,260

15,868

11,290

13,906

20,461

12,134

21,241

3,752

12,398

14,189

1,496

1,842

67.5

775

87.5

97。5

107.5

五17。5

127.5

137.5

147.5

157.5

167.5

186,145

 

計

第

二

十

六

表

に

よ

つ

て

パ

レ

ー

ト
線

を

描

け

ば

、

第

二

十

二

圃

の
如

く

上

方

へ
凸

歌

の
曲

線

と

な

る

。

此

曲

線

の
補

間

直

線

方

程

式

は

ざ
σQ
翼
h

Q◎
.α
㏄
cゆ
μ
C
-
bっ
b
O
◎Q
痺

一〇
σq
匿

、,

と

な

る

。

ρ

"
0



犠

'

、

6

200,000

第

二
↑
二
図

tOO.OOO

lO.OOO

繭

。。
蕊
的

吋
∞。誌N

co
一
①

1,000L

ピー_

o

}OOO
,

100

lO

一。。
Φ
。

～

L

め
い
N
O

陶
雨

◎
O

隔
U

一
〇

1

U

」O

一

儘
O

一29一

叉

、
米

國

よ
於

け

る

一
八

九

〇

年

及

び

一
九

〇

〇

年

週

當
贋

銀

統

計

と

し

て
国
蟄
昌
O
ぞ
α
憐

㊥
暮

目
。
げ

倉

目

切Ω
酔
9
曽
"
の
。
乱

・ロ
。。
。
餐
。,
。
犀
蟄
津
①
旨
・

H
口

.
営

自
診
σq
ρ

H
.
頃
自
●"
b
目
げ
Φ
帥宏
ざ
げ
昌

(
ロΩ
蜜

戴
。。
試
犀
ソ

砂
.
H
O
司
G。

に

見

出

さ

れ

る
賃

銀

分

布

表

を

若

干

調

整

し

て

次

の
第

二

十

七

表

が

■

O

得
ら

れ

る
。

第 二 十 七 表

遍
ドツ

1890年
一

1900年

35 7 5
'

4 33 22

5 43 12

6 60 43

7 68 43

8
扉

6 7

9 114 48

10 84 75

11 26 36

12 102 64

13 78 63

14 8 5

15 75 74

16 17 23

17 3 3

18 20 18

19 7 4

20 4 3

21 3 8

22 0 5

23 0 5

24 0 3

25
舳

1 3

計 759 572
一

賃
銀

の
分
布

に
關

す

る
ノ
ー

ト

ご
の
第

二
十
七
表

に
よ

る
パ

レ
ー
ト
線

は
第

二
十
三
圖

の
如

く
何
れ
も
上
方

へ
凸

歌

の
曲
線

で
あ

る
。

「



一30一

●

暫
ハ銀

の
一分
布

に
關
す

る

ノ
ー
ト

と

れ

ら

の
曲

線

の
補

間

直

線

方

程

式

は

次

の
如

く

で
あ

る

。

一
八

九

〇

年

ざ
σq
属

11

躯
目
。。
詮

㊦
i
悼
㊤
ゆ
司
嶺

ざ
σq
図

一
九

〇

〇

年

ざ
σq
　Z
11

9
獣
瞳

H
α
ー
典
QQ
O
司
Gρ
H

ざ

σq
〆

.

ヒ

是

等

の
方
程
式

中
の
d

の
値

を
較

べ
る
と
、

一
九
〇
〇
年

の
方

が
大

で
あ
り

、
從

つ
て
介
布

の
不
李
等
度
が
小

で
あ

る
こ
と
と
な

る
。
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以
上
、
任
意

に
探
ら
れ
た
五
十
四
例

に
就

い
て
見

る
に
、
夫
等

の
パ

レ

ー
-
漆
線

は
何

れ
も
上
方

へ
凸
歌

で
あ

る
事
が
知
ら
れ
る
。
も
し

.

賃
銀

の
パ

レ
ー
ト
線
が
パ

レ
ー
ト
の
記
す
が
如
く
上
方

へ
凹
歌

を
呈
す

る
も

の
と
す
れ
ば
、
賃
銀
所
得

の
増
加

に
俘
う
所
得
者

の
人
員

の

減

少
卒
が
少
な

い
と

い
う
事
を
意
味

し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併

し
こ

の
事
は
事
實
と

一
致
し
な

い
。
一

賃
銀

の
度
敏
分
布
は
正
確

に
は
正
常

分
布

で
は
な

い
が
、
併

し
h

一
般

の
総
所
得

の
分
布

の
如

き
甚
し

い
正

の
非
樹
繕
性
を
呈
す

る
こ

働

、



'

と
は
少
な

い
。
そ
れ

は
時
と
し

て
正
常
分
布

に
接

近
し
た
も

の
と
し

て
見
ら
れ
得
る
ぼ
ど

の
程
度

の
正

の
非
樹
繕
性
を

現
わ
す

に
過
ぎ
な

い
。
而

し
て
こ
れ
を
双
樹
敏
目
盛
上

に
累
積
度
籔
分
布

圖
と
し

て
描
け
ば

、
そ
れ
は
凡
そ
次

の
如
ぐ

に
な
る
。
所

得
階
層

の
下
部
か
ら

分

布

の

モ
ー
ド
の
存
在
す

る
階
暦
迄

の
パ

レ
ー

ト
線

は
右

へ
や

玉
下
降

し
な

が
ら
も
水
挙
線

に
近
く
、
モ
ー
ド

の
存

在
す

る
階
暦
か
ら
上
部

の
所
得
者
籔
は
賃
銀

の
増
加

に
俘
う
人
員

の
減
少
率
が
増
加
す

る
故
に
、
曲
線
は

下
方

へ
著

し
く
轡
曲
し
、
從

つ
て
パ

レ
ー
ト
曲
線
は
全

盟
と
し

て
上
方

へ
凸
歌
を
呈
す

る
。
今
、
こ
れ
を

エ、
デ

ル
的

に
描
け
ば
次

の
第
二
十
四
圖

の
如
く

で
あ

ろ
う
。

鞠 κ

第二十八表

の値の階絃 度藪
1

へ

1未 満

1,0-1.3

1

4

1.3-一 一1.5

15-1.7

1.7-2。0

2.0-3.0

3.0--4.0

4.0一 鴫5.0/

5。0-6.0

計

又
、
以
上

の
五

+
四
例

に
つ
い
て

パ

レ
ト
係
数
d

の

大

い
さ
を
総
括

し

て
み
れ
ば
第

二
十

ta31一

八
表

の
如

く

で
あ

る
。

パ

レ
董
ト

に
依

れ

ば

一
般
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